
 
     ミラノ日本人学校だより 第 23 号                  平成 29 年 3月 1 日(水) 
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ために、実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

【五つのしおり】 
 

◎ 気持ちのよいあいさつをします。 
○ はっきり伝え合う言葉づかいをします。 

○ 身の回りをきれいします。 
○ 時間を守ります。 

○ 自分の役割を果たします。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

     ３月の行事予定  

  

 １日（水） 2/27～卒業式練習 

       1･2年生交歓会（招待） 

       ミニプランツォ（小2年6年） 

 ２日（木） ミニプランツォ（小4年6年） 

 ３日（金） ミニプランツォ（小1年6年） 

         注：小3･5年は2月に実施済 

    ５日（日） イタリア語検定 

 ６日（月） 4年生：プラネタリウム 

            14:30～15:30 

        体力向上「タグ取り合戦」 

    ～９日（木） 昼休み・全学年 

 ９日（木） 5．6年生交歓会（訪問） 

１０日（金） アクションの日（個人活動） 

１３日（月） 卒業式練習 

１４日（火） 卒業式予行練習・前日準備 

１５日（水） 卒業式 受付9:30 

             開式10:00～11:20  

             在校生下校予定12:00 

    

☆ 新年度 始業式・入学式  

      ４月1２日（水）  

 

 

 ありがとうございました    

 今年 3 月は、派遣教員 4 名が本帰国します。

内輪の話ですが、その 4 名と校長との自己申

告最終面接を終えました。全員異口同音私に

言ったことは、「帰ってもっと勉強します。

勉強したくなりました。」でした。自身の無

力を知ったと言う者もいました。保護者の皆

様や関係の皆様からご覧になられますと、

「まだまだ」と思われることもあったかと存

じますが、この言葉は、4 名の教員がここでの

年月、自身のもつ力で精一杯子供たちと過ご

した結果の思いと、私は理解しました。  

 文科省の派遣ですが、私にとりましては、

各都道府県教育委員会から預かった教員で

す。その教員が残す言葉は、職員室担任の私

には嬉しい宣言でした。帰国後必ず研鑽に励

み、日本や世界の将来を創る子供たちを育て

ていくはずです。教員の『志』を高くしてく

れた子供たちに感謝です。そして教員が真摯

に子供たちの教育に臨めるよう、環境を整え

てくださった保護者の皆様と関係の皆様に、

深く感謝申し上げます。派遣 4 名帰国します。 

 ありがとうございました。 

                  ３月 まとめの季節に 

                                     校長 篠崎 厚子  

 音楽室から楽器演奏の音が聞こえてきます。卒業式の練習です。教室を覗くと、「6 年生を送る会」の

準備にはりきる子供たちと教師の様子や、まとめのプリントとにらめっこをしている子供たちの姿が見

られます。いよいよ総まとめの季節です。過日学力テストがありました。一年生担任教諭が、ホカホカ

の子供たちの解答用紙を手にしながら校長室に飛び込んできました。「校長先生！嬉しいです！！子供

たちにテストのやり方を説明したら、直ぐに理解してやり始めたんです。結果はどうかわかりませんよ。

でも最後迄やり抜いたんです。指示が直ぐに通ったんです！大きくなったと思います。」その通り。子

供たちは成長しました。ふっくらした顔が引き締まり少年少女に変わり、男の子･女の子と「子」を付け

るのが憚られるように、その顔に強い意志が見え始めた思春期。 

 この一年、教室で、友達の中で、子供たちは沢山のことを学んできたはずです。 

 担任が学級の子供たちの成長を実感できたことは、教師冥利につきます。そして子供た 

ちが、担任と共に努力し続けた一年のエネルギーに、私は悔しいほどの生命力を感じます。 

 「さあ皆さん、次ぎへのステップの月です。担任の先生と一緒の最後の月です！」 

 皆様、一年間、ご支援･ご協力を、ありがとうございました。                  

             

 

 

 

           

 


